
  

令 和５(２０２３)年 度 事 業 報 告 
 （令和５年４月１日から 令和６年３月３１日まで） 

１．会議の開催 
  理事会                 ３回 
  評議員会               ２回 
  企画運営委員会         ３回 
  研究助成金選考委員会   １回 

２．令和５年度各事業の状況報告 

（１） 肝炎・肝癌に関する専門研究の企画、統括、解析、公表 

専門研究(論文発表: 研究主幹 SMFアクバル 先生) 
① Development of Therapy Based on the Exploration of Biological Events Underlying the 

Pathogenetic Mechanisms of Chronic Hepatitis B Infection. Biomedicines 2023, 11, 1944. 

② Recent Dengue Infection in Bangladesh: A Seasonal Endemic Progressing to Year-long 

Serious Health Concern. Euroasian J Hepatogastroenterol 2023;13(2):145-151. 

③ A Narrative Review on the Specific Pattern of HBV Genotype in Bangladesh: Clinical 

Implications for Management. Euroasian J Hepatogastroenterol 2023;13(2):152-158. 

２）財団ニュースの発信 
平成 30年 7月より紙媒体「財団だより」からホームページ「財団ニュース」に新設発行。 
財団事業・予定等を掲載した。 

（２） 医療従事者を対象とする肝炎・肝癌の予防・治療に関する研修会の開催 
第１回: テーマ 「ＨＣＶ基礎研究の現在地」  （座長 脇田 隆字 先生） 

日時  令和５年７月２２日（土）１３：００～１６：３０ 
場所  国立感染症研究所戸山庁舎共用第一会議室       （３４名参加） 

第２回: テーマ  「E型肝炎研究の最新情報 2023」(座長 岡本 宏明 先生）  
日時  令和６年 1月２７日( 土) １３：００～１６：３０   
場所  日比谷図書文化館４階スタジオプラス(小ホール) （２５名参加）                           

（３） 一般市民及び企業を対象とする肝炎・肝癌の予防・治療に関する講演会の開催 
１）第２８回肝臓病医療講演会:「肝臓病診療の進歩と日常生活の注意点」 

日時  令和５年８月２７日（日）１４：００～１６：１５  
場所  日比谷図書文化館４階スタジオプラス(小ホール) （２６名参加） 
演者  泉 並木 先生 

２）小規模な相談会を含めた講演会:「ウイルス制御下の肝臓がんについて」 
日時  令和５年１０月１５日（日）１３：００～１５：００  
場所  宮川庚子記念研究財団 会議室                 （９名参加） 
演者  四柳 宏 先生 

（４） 肝炎・肝癌研究者を対象とする研究助成金の交付 
研究助成金選考委員会において研究助成者２名(応募１３件)を選考し、理事会で決定した。 

今川 英里(いまがわ えり)先生  東京慈恵会医科大学 小児科 
テーマ： 核酸医薬によるシトリン欠損症の新規治療戦略 

松田 道隆(まつだ みちたか)先生 国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 
                                   肝疾患研究部 

テーマ： 新規培養系 Liver-on-a-chip を基盤とした、MAFLD 病態の解明 
 

（５） 医学功労者の顕彰 

「肝炎ウイルス研究への貢献」  

         元国立感染症研究所 所長 宮村 達男 先生  

3．付属明細書 

  該当事項なし 
                                      以上 


